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のスキ先とみられている木製品で［3］、弥生時代のナスビ形

鍬を連想させるが、跨湖橋遺跡で使われていた石�類で作

られたとはなかなか思えない代物である。当時の木器製作

技術が一定のレベルにあったことをここから窺い知ること

ができる。 

〈桜田・示野中遺跡〉 

 桜田・示野中遺跡は桜田町と示野中町との境に位置する。

発掘に当たられている金沢市埋蔵文化センターの庄田さん

に案内して頂いた。まずプレハブ内にて実際の遺物を前に

して、遺跡概要や遺物の解説を聞くこととなった。この遺

跡は市道や農道を挟んで四つに区画分けされており、北側

から時計回りにＡ区、Ｂ区、Ｃ区、Ｄ区と呼称されている。

区画ごとに時代が特定されているわけではなく、弥生時代

から鎌倉、室町時代に至るまでの様々な遺構や遺物が複数

の区画にわたって出土している。 

日程中は各地の都市をめぐって遺跡

や遺物をみるだけではなく、現地の研

究所、博物館の方々と飲食を共にする

のもスケジュールのうちに入っている。

ある土地に着けば歓迎の、発つときに

は送別の宴が待っている。むろん宴会

にはお酒がつきものであり、昼のお酒

が抜けきらないうちに夜の宴会に移行

するといった事態もおこる。が、慣れ

てしまえば問題ない。こういった席で

しか聞けない話を聞くことができるう

え、現地の方々の人柄に接することも

できる。第一、圧倒されつつも中国の

考古学文化ばかりではなく食文化にも

直接触れることができるのは貴重な体

験である。 

遺跡の中で確認された最も古い時期は弥生時代中期で、

土器片が出土している。続く弥生時代後期には、溝や4×5

ｍの掘立柱建物跡と考えられる柱穴が見つかっており、埋

土中からは弥生土器や石鏃なども出土している。また緑色

凝灰岩の破片も数多く出土している。これは隣接している

出雲じいさまだ遺跡から出土している刳貫円盤と併せて、

弥生時代後期から古墳時代前期にかけての石製装飾品の製

作を示唆すると考えられている。 

古墳時代に属する遺構は、前期に属する４基のピットが

A 区から発見された。ピットの底部は砂層で現在も湧水し

ており、おそらくは井戸であったと思われる。うち2基の

底部からは土師器の壺や甕が置くように埋められていた。

湧水点祭祀の一例であろうと思われる。解説の際に「置か

れたように出土した」とおっしゃられていたこれらの壺や

甕に私は非常に興味を覚えた。私は、祭祀に用いる土製品

は破砕されると考えていたので、完形で見つかったこの例

が珍しく思えたからである。どのような状態で出土したの

か、自分の目で見てみたいと思った。残念ながら出土状況

を実見する機会に恵まれなかったが、これらの土製品は祭

祀用に特別に作られたものではなく使用痕の残る実用品で

あるとのことであった。なお、古墳時代後期の須恵器も出

土しているが、この時期の建物は確認されていない。 

今回の調査では、木製品については、

たとえば舟、井戸枠といった大型品にはマツなどの 

図 1 跨湖橋遺
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針葉樹が、斧柄のような小物にはケヤキなどの加工しやす

い広葉樹が使用されていたこと判明した。おそらくは周辺

の山林から伐採されたものであろうが、木材ばかりではな

くこうした長江下流域における新石器時代のイネに代表さ

れる栽培植物を含めた植物の広範囲な利用形態が、樹種同

定や花粉分析を通した古環境の復元そして考古遺物からの

裏づけにより来年度以降の調査で明らかにされるものと思

われる。 
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         宮崎浩輔（学部3年） 

次の奈良時代は、この遺跡のもっとも繁栄した時代の一

つであろうと考えられる。Ａ区から見つかっている掘立柱

建物は東西4.5ｍ、南北9ｍと大型である。その柱穴は一辺

1ｍの方形で、深さ60cmである。また、柱穴の一つからは

墨書土器が出土した。この建物の東西両脇には幅70cm、深

さ40cmの溝が西側の溝の中からは厚さ約15cmの炭層が見

つかっている。炭層中からは焼土や土器の破片が多く出土

している。また、同建物の内側と西側にも一面に炭と土器

が広がる浅いピットが見つかり、火を用いた祭祀跡と考え

られている。この大型掘立柱建物の周辺には４棟以上の掘

立柱建物も見つかっているが、検出状況から同時期のもの

ではないと思われる。以上はA区に見られる遺構だが、他

の区画に目を転じると、B 区北辺では溝に囲まれた掘立柱

建物が、C 区の南西隅では大型の柱穴がそれぞれ見つかっ

ている。そのため、この遺跡における奈良時代の集落は北

東から南西にかけて帯状に分布していたと考えられる。 

 

 12 月 4日、3限・4限の考古学実習の一環として、考古

学研究室の教官4名、学生23名での遺跡見学に出かけた。

寒風吹きすさぶ中、見学途中にはあいにくの雨となったが、

そんな天気の中で案内してくださった庄田さん、小西さん

をはじめ市の文化財保護課や埋蔵文化財センターの方々に、

この場を借りて感謝します。 続く鎌倉・室町時代に関する遺物としては、13～15世紀
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にかけての珠洲焼のすり鉢や加賀焼の甕、中国製の青磁盤

や青磁碗の破片が出土し、C区は15世紀代の溝が見つかっ

ているが、平安時代と同様建物跡などは分かっていない。 

〈出雲じいさまだ遺跡〉 

 前述した桜田・示野中遺跡の北東に隣接する遺跡で、出

雲町に位置している。この遺跡も庄田さんに案内して頂い

た。時代は古墳時代から平安時代、1 基ではあるが江戸時

代の溝も見つかっている。 

古墳時代は、桜田・示野中遺跡でも見られたように井戸

であったと思われるピットから置かれた状態の土師器の甕

が２点出土したほか、溝の土中から前述した緑色凝灰岩製

の刳貫円盤が見つかっている。この石製品の大きさは直径

が 5.2cm、厚さ 1.8cm となっており、石釧を製作する工程

で出る残りかすである。隣接する桜田・示野中遺跡の出土

遺物を鑑み、桜田・示野中、出雲じいさまだ両遺跡は、弥

生時代から古墳時代にかかる玉造り集落の一つであったと

考えられる。 
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恥ずかしながら現場に立つのは初めての経験で、発掘調査

は気候との闘いであることも痛感した。また、様々に新鮮

な体験もした。考古学とは現場に基づく学問であるという

ことを改めて実感したように思う。今後は、現場からの新

鮮な情報をより重視していきたい。 
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矢島智之（学部2年） 

 

 12月4日、考古学実習の一環として金沢市内の遺跡をい

くつか見学した。最初に桜田･示野中遺跡と出雲じいさまだ

遺跡を、その後に薬師堂遺跡を見学した。薬師堂遺跡では、

金沢市埋蔵文化財センターの小西さんに案内して頂いた。

ここでは、薬師堂遺跡について触れる事にする。 

 薬師堂遺跡は、金沢市出雲町の犀川右岸の自然堤防上に

立地している。この遺跡は、北陸電力変電所建設の工事中

に土器・石鏃などが出土したため、平成15年より、道路部

分の約2000㎡で発掘調査が実施されている。主な遺構とし

ては、方形周溝墓や溝、掘立柱建物、土坑、土坑墓などが

確認されている。遺物は弥生時代前期末頃、中期末頃、後

期～古墳時代前期、古墳時代後期～奈良・平安時代・中世

の遺物が出土している。 

 考古学研究室に所属する学生としては恥ずかしい事であ

るが、僕は今までに、実際の遺跡や発掘調査の現場を直接

見学したりする事があまりなかった。そのため、いざ見学

することになっても、現場での発掘調査の具体的なイメー

ジを湧かせることがなかなかできなかった。そんな状況だ

ったので、見学したときの感動は深いものがあった。 

 心に残ったのは、まず、発掘調査に携わっている方々に

ついてである。当日は雨が降っており、決して良い条件と

は言えなかった。しかし、そんなことが全く影響がないか

のように、調査を着々と進められていた。その姿に加えて

発掘調査に携わっている方々の真剣な表情に見学している

こちらまで身が引き締められた。今までに見学したことの

ある遺跡の発掘風景と比較してみると、発掘といってもそ

の条件（立地･設備・手法など）によって随分と異なってい

る事に気付いた。例えば、僕が以前に見学した遺跡では水

を汲み出す機材を使用していなかったが、薬師堂遺跡では

使用されていた。周囲を見渡すと田が広がり、また、犀川

も近い。こういった環境を一つとっても発掘方法はかなり

変わってくる。当たり前の事なのに、今更ながら驚いた。 

 他に印象に残ったのは、土管である。これは、昭和5年

に犀川の水を利用するために設置されたものだそうだ。今

では発掘調査の際、掘りにくいそうだが、見学する立場の

僕としては中世以前の遺構とそれが一緒にある光景が面白

かった。それが面白くて、しばらく周囲と遺跡をキョロキ

ョロと見渡した。周りは、田や現代的な建物が空間を埋め

ている中で、そこだけ、弥生時代や古墳時代、奈良･平安時

代、中世の痕跡が残っている。それを頭の中で復元するこ

とに夢中になってしまい、雨が降っている事も忘れてしま

うほどだった。 

 今回の遺跡見学で、当たり前の事ながら、「本物（現場、

実物）」に触れる事の大切さを実感した。また、地図や資

料から頭の中でイメージする力も養えたと思う。これから

も機会を作って「本物」に触れる事をしていきたい。 

 

 

 

 

 

考古学研究室ホームページを開設しています。 

http://web.kanazawa-u.ac.jp/^arch/top.htm 

金大考古も掲載しています。 

◆卒業生名簿を整理しています。 

考古学研究室まで住所・勤務先の変更、E-mailアドレス等を

お知らせ下さい。 

◆本号は 2003 年度夏季の海外調査報告と考古学実習の遺跡見

学報告で構成しました。刊行にあたり、修士1年の高見哲士

が編集に協力しました。 
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